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プロ フィ ー ル

アルルカ ン ･ ヴォイス ･ シアタ ー

歌と語り の ドリア ン助川と､ ギタ
ー の ピクル ス 田村による道化師 ユ ニ ッ ト レパ

ー

トリ
ー は幅広く ､ 東北各地の 民謡からカ ンツ

ォ
ー ネ､ シ ャ ン ソ ンまで ｡ 今舞台で は､ 映画 『じん じん』 の原案とな っ た悲恋物語 『ク ロ コダイルの恋』 を歌劇ヴァ

ー ジ ョ ンで

お届けします｡

ドリアン助川

1 96 2 年生まれ｡ 早稲 田大学哲学科 乳 バ ン ド ｢ 叫ぶ詩人の 会｣ の ヴォ ーカルと して ､ また深夜ラジオ 『ジ ャ

ン ベ ルジ ャ ン』 の パーソナリテ ィ とし て活動した後､ 3 年にわた っ て ニ ュ ー ヨーク在駐 2 00 2 年 に帰国後

は ､ 明川哲也の 筆名で小説､ 詩 を書き､ こ れまで に 3 3 冊を上梓｡ 近著は 『あん』( ポプラ社) ､

『/ くカボン の

パ パ と読む老子』 ( 角川 S S C 新書) ､ 絵本 『ク ロ コ ダイル とイルカ』 ( 絵
･ あ べ弘士 『じん じん』 制作委員会)

な ど｡ 助川氏自身の足で歩き､ 見聞きした こ とがらを 軌 ＼まれなる身体感覚､ 柔らかな感性で織りあげて ゆ

く作品は多くの人の心を魅了 してやまな い ｡

公式サイ ト r道化師の唄｣ h t t p :// w w w .t e t s u y a - a k ik a w a . c o m /

ピクルス 田村

19 8 9 年生 まれ ｡ 立教大学出身｡ 独創的なギタ リス トとし て幅広< 活鼠

1s t ア ル バ ム 『R o c ki m o 』 (i T u n e S t o r e に て ダウン ロ
ー ド販売あり) で は､ 彼の繊細なる言葉たちにも

出会える｡

手持書屋 熊谷祥徳
L 一

■

和み にがお桧 ｡ 石巻市出身｡ 約 3 0 年描き続け､ 作画人数 6 万人突破｡ 東 日本大震災にて被災し､ 現在は

仙台に拠点を移す｡ 各地イベ ントにて下描きな しで描き上げる静かなる大道芸｡ 誰もが笑顔になる心温

まる画風は何年も通い続けるリピ
ー

ター続 出 2 0 1 2 年 ､ ドリア ン助川氏が線量計を片手に奥の細道を自

転車で辿 っ た紀行途上の出逢いの レポ
ー

トをき っ かけに､ 全国からも注 目が集ま っ て い る｡

にがお絵 お1 人 1 0 0 0 円に て承ります 作画時間 7
～ 1 0 分

サ イ トア ドレス h tt p :// n i g a o e t e g a ki y a . s h i r o n u ri . c o m /

半片 ( はん ぺん) ブラザ
ー ズ

北海道は紋別小学校よりの幼な じみ ｢ 半｣ こ と半谷 ( はんがい) と ｢ 片｣ こ と片岡による ユ ニ ッ ト｡ 各々

別 の バ ンドでの様 々 な音楽活動を経た のち､ 2 0 0 8 年 ､ 晴れてふた りの音楽のル
ー

ツ である ｢ 半片｣ で の

活動を再 臥 30 数年の付き合い からもたらされる絶妙な コ ン ビネ
ー シ ョ ン､ そ して ユ ーモ アを交え つ つ

もブル ー

ス に込 められた愛と情熱からなる魂の ス テ
ー ジ は ､ 忘れかけ て い た ｢ 大切な何か｣ を心 に残 して

くれる｡ 温かな人柄にじみ出る､ 熱く ､ しか し軽やかな彼らの音楽に触れると､ フ ア ン にならずには い ら

れない ｡ サ イ ト h tt p :/ / w w w .h a n- P e n . C O m /

ぷんぷん @ もりあやこ

生まれも育ちも今も角田市｡ い つ の 間にやらタ ッ プ ㌧ パ ン トマ イム
･

音楽
･

語 り の パ フ ォ
ー マ ンス の道 に

入り込む｡ 北は網走､ 南は久米島､ 西 はタイ 臥 東はアメリカ ､ 思い を受けとりた い 届けたい ､ 生き物と仲

良く したい一心で ､ 面白そうなことがで きるならば､ ど こ へ でもぴょんとひと っ とび｡ 今回は パ ントマイ

ム小品を上演させて いただきます｡ 湯水のようにあふれる思い & 与太話は 新月兎企画 ( しん げつ うさぎ

きかく) ht t p :/ / s hi n g e t s u
p

u s a gi . c o m / F a c e b o o k に て ､ だだ漏らし中

【仙台か ら】

●電車で 約 1 時間

仙台駅よ リ J R 東北本線 槻木駅 の りか え

阿武隈急行 丸森駅下車

●お車で約 1 時間 30 分

仙台より国道 4 号 槻木 よ り国道 349 号利用

【福島か ら】

●電車で 約 50 分

福島駅 よ り阿武隈急行 丸森駅下車

●お車で約 1 時間

福島 よ り国道 34 9 号 利用


